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親類・知り合いがいるから

希望通りの住宅に仕上がるから

アフターメンテナンスが安心

地元経済が潤うから

価格の希望が効くから

住宅会社に勤めているから

注文～入居の建設期間が短い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査研究で行っている検討項目とフローを図１

に示します。まず、1 に関しては、現在までの各地

区の復興住宅着工数や住宅建設コスト動向等を把握

したほか、将来的な自立再建住宅の建設戸数を予測

しました（図２）。また、陸前高田市在住の全仮設住

宅世帯約二千戸を対象に今後の住まい再建に関する

アンケート調査（規模、価格、住様式、希望する住

宅生産体制等：図３）を実施し、再建者の住要求等

を把握しました。２に関しては、本事業の一環で気

仙地区に完成した気仙型木造復興住宅 5棟（写真：

住田町 3棟、陸前高田市 2棟）の見学会・性能検証

を通じ、今後の本格的な復興需要や被災世帯属性を

踏まえた各種プロトタイプの検討・提案を行いまし

た。また、3 に関しては、長期化する復興に向け、

集落のコミュニティー維持や資材・人件費高騰に対

応し良質低廉住宅を安定供給するという観点から、

各地区の防災集団移転協議会をコアメンバーから構

成される市民グループ「住まいの再建を考える会」

を設立し、再建支援者、地域住宅生産者と一体とな

った住宅再建推進活動を試行し、新年度以降の本格

的再建のための体制基盤整備を行いました（図４）。

また、気仙の森林産業基盤を活かし低廉かつ地域生

産力向上を図る木造合理化（木質パネル化）システ

ムの導入可能性検討を行いました。 

（a）住田町３棟  

 

 

 

    

 

 （b）陸前高田市２棟 

写真 気仙木造復興 

モデル住宅 

東日本大震災により、岩手県気仙地区（陸前高田

市、大船渡市、住田町）は、多くの家屋・社会イン

フラが激甚的損害を受けました。今後、この地域の

復興・再生を推進していくには、数多くの課題があ

るが、とりわけ暮らしの基盤となる住まいの再建は、

安全・安心なまちづくり、地域定住化を進めて行く

上で重要な課題となっています。本調査研究は、平

成 24 年度に引き続き、国土交通省補助*1を受け、

この地区で数千戸にのぼる住宅再建に対して、再建

者・作り手等が一体となり、地域資源を最大限活用

した地域型住宅供給・生産システム構築を図ること

を主な目的としています。  
*1：国土交通省「住宅市場技術基盤強化推進事業：木造住宅・木造建築物の

性能及び生産性向上等のための調査検討・普及事業のうち総合的な地域住

宅生産体制の強化に関する方策の調査・検討等：東日本大震災の被災地に

おける地域型復興住宅の供給体制整備方策検討」 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２５年度 年報 

岩手県気仙地区（陸前高田市、大船渡市、住田町）の 
地域型木造復興住宅・生産システム開発に関する調査検討 

平成 26年度は、今年度の成果を基に、内閣府「気仙広域環境未来都市推進事業（大船渡市、陸前高田市、住田町）」

と連携を図りながら、陸前高田市「（仮称）地域の力を生かした住まいの再建支援事業」、大船渡市「（仮称）木

造復興住宅普及啓発事業」等の中で、この地域の木造復興住宅再建の加速化に取り組んでいく予定です。 

●共同研究機関：気仙広域環境未来都市推進共同事業体ほか ●研究担当：北方建築総合研究所 環境科学部、居住科学部 

●研究期間：平成 25年度（終了） 

●研究区分：公募型研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 

今 後 の 展 開 

図１ 本調査事業で取り組む内容とフロー 

 

【陸前高田市】     【大船渡市】 
平成 25 年度まで実績、平成 26 年度以降は予想 

図 2 自立再建住宅戸数 
 

 

図 3 陸前高田市の住宅再建者意向調査の一例 

 

 

1．自立再建住宅の供給上の課題整理と将来建設戸数予測 

  ・再建住宅供給実態、再建者の意向調査と課題整理 

  ・被災自治体別自立再建住宅建設戸数の予測 など 

2．気仙型木造復興モデル住宅の検証と住宅仕様提案 

  ・環境性能・空間計画等の性能検証 

  ・標準仕様・構法システムの提案 

  ・住宅バリエーションの提案 など 

3．地域住宅生産・供給システム強化に関する方策提案    

・気仙型木造復興モデル住宅のコスト検証 

・今後の需要に対する生産・供給システム提案、試行 

・推進方策、施策等への提言 

 
図４ 陸前高田市における自立再建住宅 

支援体制（平成 26 年度実施構想） 


